
励玖〟〝汐卿Ⅶ吸′′′〝棚′.州′〟形汐～Ⅷ

2る. 化 学 材 料

CHEMICAL PRODUCTS

化学材料の進歩発展はlこ頁内外をとわずめざまLいものがある｡11

立製作所でも需要者芥位の要望にこたえて,芹種の伸匪化′､祁州･を

主体にいろいろな新製湖-を苗場に送った(〕

電気機器の主要材料である絶縁材料では,速敵性の耐熱ワニス,

新形仕上げワニス.電気も機器注形用ポリエステル樹脂を完成し,

成マイカとしてパルプマイカの鼓産化に成功し市販した｡一方,電

子機器,通信機器用材料としてガラス布某材のエポキシ樹脂,フラ

ン樹脂,ポリエステル樹脂などの符稚苗屑板を開発し需要に応じ

た｡また新形の成形材料としてポリエステル樹脂のプリミックスを

完成し電気部品,一般構造材料に用いられ成果をあげている｡

一般材料としては,合成樹脂の素材である無水ノ､イミック酸の工

化に成功した｡塗料用合成樹脂として新形4縄を開発し,またポ

リエステル樹脂2耗を新たに加えた｡構造材料とLてはメラミン樹

脂化粧板ヒッターライトの新柄50余種を発 時代にマッチし

た家具類の製作に寄与しており,舶灘の境内装飾にも多量に用いら

れた｡プラスチック加｣二l甘lでは新釦設備の増掛こより,大口径ポリ

エチレン管,低温用や温兼用ポリエチレン管など高度の性能をもっ

たパイプ を完成し,硬質ポリエチレンで透1_け丁フイ/しムの黄産化に

成功L包装材として市販するにゴミっじ_,

炭 製品の各万両の特殊需要に応じて数多く開発された｡すなわ

ち悠流子荒損対策用電刷子,特殊炭素L■ゆう動村,大形黒鉛陽極,

トランジスタステムの 造用治具としてのカーボン鋳型,チル鋳物

用コロイド黒鉛など数々の新製品を完成~【~ii版L･た｡

以上は日立製作所が昭和35年.動こ開発Lた新化学材料の一端であ

るが.今後も新技術の開発研究,新設備の増強により,数々の新製

1甘tが生まれ,需要者の要望にこたえていくことができようし.

2d.1絶 縁 材 料

最近電気絶縁材料は電気機器の高性能化,小形化にともなって高

性能な材料が要求され,その｣-Jl'l穫も増加Lつつあるので,材料を適

材適所に選択できるように耐熱｢ヌニ分化がIEC を中心に行われてい

る｡口立製作所でも数年前より 線材料の耐熱区分化をほかるため

年々実用試験を行なって材料の改善,新材料の摘発を行ない需要新

の要望にこたえてきた亡,一方最近の電子工業の著Lい進歩にともな

い,電子機旨旨部111■1材料としての絶縁材料にも鋭意研究開発を行ない,

高性能材料を発表してきた｡=,35年度において｢li■.土製作所が直販Lた

絶縁材料は次のとおりである｡

2る.】,】絶縁ワ ニ ス

B種と F種の小間をゆくコイルワニスとしてサーモキッドWI-

291を婁拍11化した｡l耐熱l竺ヒは従来もっとも広く仙川されているサー

モセットワニスW2800を上まわり, はW2800,Wト292よ

りすぐれている｡Ii壬1鉄仕様書SA237Aの特B瞳サーモセットワニ

スに合格し,また近く制定の運びになっているJIS,W129(案)にも

適合するワニスである｡

黒色の加熱乾燥性什上ワニスWB-100を完成した.-､これは先に発

ぉしたl]然乾

ている｡

仕上ワニスWB-101の如劇㍍-■で両様帖捌鮎こすく､､れ

26.l.2 電気用ポリエステル樹脂

∩壷製作所独特の技術によって,電㍍部品汗牒川ホリエステノし樹

脂としてポリセット302を完成Lた〔つ 促進剤PT-･22および触媒

CT-3を併用することにより,きわめて少ない発熱で室温椒化でき

措1夫 ｢1正 F 相継 縁 材 料

分 方i

ft二｣ニワ ニ ス

コ イ ルT.7 ニス

接着 ワ ニ ス

ワニスチニ1.,--プ

ガラスマイ カ

ヤ㌧一々キッド系

サーモキッドエナメル WI←180

WI-292

WI-540

サーモキッドガラスクロス

VG-F

サーモキッドガラスチューブ

VGTU-F

tlデー･七千ッドガラスマイカ

GMrF,GMG-F

SL-GM-F,SL-GMG∵F

ツリコソアルキド系

シリ コンアルキドこLナノル
HS-106

HS-207

fIS-501

シリコンアルキドガラスクロス

VG-F三!

シ/リ コソアルキドガラス

チューブ VGTU-F2

シリコンアルキドガラスマイカ

GM-F2,GMG-F2

SL-GMuFB,SL-GMGLF2

るし-.注形!㌔l∫1のなかにコイ′し,コア,ライナー,リード線など膨根係

数の異なった材料せ封入するとき,それら封入物の熱膨張の差異に

よりきれつの発生を招くことがきわめて多く,複雑な封入物ほど注

形が閑雅である､-,ポリセット302は硬化時の発熱の少ないポリエス

テルで大形の汗灘晶-1も比較的容易に成形することができる｡また硬

化した樹脂ほ高混時弾性をノf-i;;びるのできびしいヒートサイクル試験

にも合格し,電気絶縁性,耐湿性にすぐれた材料である｡

2d.1.3 薄菓絶縁物

35年度はサーモキッドガラスクロス,チューブおよびシリコンア

ルキドガラスクロス,チューブを完成した｡これらのF穐のクロス

類ほ高温の電気特性にすぐれ,加熱減量が少なく,耐熱屈曲怯もす

ぐれている｡弟1表にF種絶縁材料の一覧表を示した｡

34年に開発Lたパルプマイカ製品は35年度さらに伸展して品種も

増加し市場に供給された｡パルプマイカは良質の天然マイカを微細

な鱗片状とし,電気的にすぐれた接着剤で

ゆる 成マイカである｡

合させたもので,いわ

形造用パルプマイカ板としてUllOを巻貼11化した｡整流子用Ⅴリ

ング,絶縁管などの成形品,抽入機器の絶縁壁などに用いられるも

ので,従 のMPllに比べ成形性がきわめてすぐれている｡

整流子月`用パルプマイカ板とLてU300を製ふ-1化した｡整流二上け

絶縁に利用されるマイカ板でMP30に比べて圧縮率が小さく,J_-J吏さ

の均一性が牛如こすぐれている｡,したがってまた特性のばらつきも少

ない製誼lである｡

パルプマイカペーパとしてほU740およびU840をi払■-■,■化した｡

U740ほ両紙パルプマイカペーパで,U840は片紙′くルプマイカペ

ーノミである｡ともに コイルの絶縁作 に当ってなじ

みよく巻きつけることができる｡コイル,電機了烏よび王占iぷイ･みぞ

の絶緑に使用される｡

F柾用片面ガラスパルプマイカとしてサーモキッドガラスパルプ

マイカGU-Fを,H程用としてシリコソガラスパルプマイカ

GU-Hを開発した｡それぞれの耐熱区分に当たる絶縁材料として

機器の小形憧炭化の要望に 与した｡

2る.1.4 合成樹脂成形材料

粧成形材料とし.てポリエステルのプリ ックスコンパウンドCG

ー60Cの_量塵態勢む確~lヒLた｡プリミックスコンパウソトCG-6OC

ほポリエステル樹脂をガラス繊維で補強し,さらに圧縮成形せ可能

にするため無機質充てん材を配合Lたコソパウンドである｡この成

形l■‖'lは一般の成形品に見られぬ人きな強度,耐熱性,寸法安定性せ

イ∫するが,牛いこそのすぐjLた耐コロナ性はほかに比べるものがな
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い｡日立製作所ではこれまで,その配合,成形法などを研究し,配

電盤,制御器,モータ,電装品,そのはかについて各種部品の試作

を行ない,一部ほすでに実用化して好成績を得ている｡このCG-

60Cほフェノール,メラミソなどと同様,圧縮成形用であるが,フ

ェノールに比べ流動性がよいため,低い温度,圧力で成形できる｡

成形品の曲げ強さは 8～12kg/mm2,衝 強さは 20～30kg-Cm/

Cm2で,通常のフェノール成形品に比べ非常に大きな強度をもって

いる｡ガラス 維充てんフェノール,メラミソなどに対して,この

CG-60Cの価格の低廉なことも大きな特長の一つである｡そのほ

か,耐アーク性はメラミソと同程度(180秒)で優秀である｡さらに

熱変形温度が2500Cというのも,耐熱構造材としては大きな魅力と

なっている｡現在スイッチボックスのセパレータなど電気部品のほ

か,国鉄キハ用ひじ掛けなどの成形を行なっているが,絶縁材料,

構造材料としてのすぐれた特性が認

速に応用分野が拡大される｡

2る.l.5 合成樹脂積層板

されるにしたがって,今後急

従来のポリセット積層板NSおよぴCPに続いて,新しくポリセ

ット積層板NPPを開発した｡これは無アルカリガラスクロスと合

成繊維クロスおよびポリエステル樹脂を組合わせて積層したもの

で,高周波特性,吸湿による絶縁抵抗の低下が少なく,打抜加工性

にすぐれている｡電子機器用高性能材料として製品化したものであ

る｡

高度の絶縁性を有し耐湿性に寓む積層板としてテトロン布基材エ

ポキシ樹脂積層板LE-97Nおよびガラス布基材エポキシ樹脂積層

板LE-61Nを製品化した｡

弟2表にこれらの積層板の一般特性を示したが,テトロン基材エ

ポキシ樹脂積層板は高絶縁性,高耐湿性を有し,常温打抜加工性に

もすぐれているので,電子枚器用材料として使用されている｡また

ガラス基材エポキシ樹脂積層板は,高絶縁性,高耐湿性を有してい

るほかすぐれた耐熱性,寸法安定性を有しているため,電子機器煩

および重電機器類用材料として特にその使用が期待されている｡

耐食性,耐熱性にすぐれ,電気絶縁性をも兼ね備えた,ガラス布

材ヒタフラン樹脂

とおり従

層板を開発した｡その特性は第3表に示した

のLF-61Nに比べ機械的性能も大幅に向上しており,

特に高温における機械的特性と耐食性は,エポキシ,フェノール,

ポリエステル 層板にすぐれている｡製品は漆黒色で光沢があり,

加工性は一般のガラス布基材積層板と同じで,寸法は厚み 0.8～30

mm,幅と長さは960×960mm まで製造できる｡

すでにこの材料を使用して製造された積層成形品は,ター

ロッドなどとして実用され,好結果をおさめている｡

ナル･

2る.l.る･合成樹脂成形品

エポキシ樹脂積層管TE-61Nは,すぐれた接着力,耐湿性,耐

第2表 エポキシ系積層板の一般特性

試 験 項 目

沿屑絶縁抵抗 (M烏)

誘電正接

誘 電 率

買層耐電圧

体積抵抗率

表面抵抗率

へき関強さ

態後
沸
憎l煮

(IMC)(XlO~4) 常態

(IMC)

(kV/刀ユm)

(MC卜Cm)

･＼】

(kg)

常態

常態

常態

棉態

常態

曲げ強さ(kg/mm2)(屠に垂直)常態

衝撃強さ(ftrlbs/in)lE冠
吸 水 率

打抜加工性

アーク抵抗

比 重

に重任)常態
に平行)常態

(%)(1.6mmt)

(室温)(1.6mmt)

(秒)

JIS
JIS

JIS

JIS

JIS

JIS

JIS

JIS

ASTM

ASTM

ASTM

ASTM

ASTM

ASTM

ASTM

テトロン基材エ
ポキシ積層板
LE-97N

106～10(I

lO4～108

200～400

2～4

>18

10(l～108

106～10T

600～750

10～20

5.0～7.0

4.5～6.5

0.05～0.1

Very gOOd

lO～30

1.30～1.35

ガラス基材エ
ポキシ較暦板
LE-61N

106～108

5×108～105

250～400

4～5

>18

108～108

106～107

1,000～1,300

45～60

9.0～12.0

7.0～9.0

0.07～0.12

pOOr

lOO～120

1.80へ′1,85

第43巻 第1号

第1図 日立エポキシ樹脂積層管(TE-61N)

熱性を有するエポキシ樹脂と無アルカリガラス布とを種々

合わせることによって得られた積層厄-ルド管である｡

TE【61Nの性能は弟4表にホすように,従来の紙

択,組

材フェノー

ル樹脂積層管TP-31N(JISK6710,PTR-11Bl該当品)および

無アルカリガラス布基材フェノール樹脂后 管TP-61Nならびに

無アルカリガラス布基材メラミソ樹脂積層管TU-･-61Nに比べ機械

的性能,耐湿性が非常にすぐれており,また電気的性能,耐アーク

性,耐熱性も良好である特長を有しているため,高度の機械的性能

を要求し,かつ高温多湿の条件で使用する電気機器,通信磯器のB

種絶縁材料として好適である｡

弟1図はTE-61Nを示す｡

35年度は従来の

2る.2 一 般 材 料

料用合成樹脂の品質向上が行なわれ,需要も大

幅に拡大した｡新しい用途として印刷インキ用固形樹脂の開発に意

第3表 積層 板 の
一

般性能

項

沿屑絶縁抵抗

体積抵抗率

表面抵抗率

譲屯正接

誘 電 率

引張り強さ

弾 性 率

目

A

D-2/100

A

C-96/35/90

A

C-96/35/90

(IMc)

(IMc)

A

(引張り)A

曲 げ 強 さ(層に垂血)A

衝撃強 さ* A

へき閑強さ A

l王 精 強 さ(屠に平行)A

耐熱試験温度

密

汲 水

単 位

MQ

M烏

MQ･Cm

M庖･Cm

M出

＼仁･

kg/mm2

kg/mm2

kg/mm望

ft-1bs/in

kg

kg/mm2

0C

g/cm8

mg/100cm2

.試験は原∬としてJIS

LF-71N

103～108

1～102

10`l～108

10$～108

104･～108

108～10【■

0.03～0.06

4～6

15へ20

1.6xlO8×～2.4×108

15～25

5′､10

300一〉500

12′し18

180～200

1.65～1.85

50～200

LF-61N

10ヨ～104

10B～105

10&～105

0.05～0.10

5一〉7

10～15

1.2×108～1.8xlOB

lO～20

5～10

200～400

5～15

180～200

1.65～1.85

200～500

K6707に準じて行った

.Aは受理状態を示す
*はASTMに準じて試扱した

.ヤング率はpaper
strain gageを使用して求めた

第4表 エポキシ樹脂積層管TE-61Nの性能

∴.:､ .

沿屑絶縁抵新二 (常態M8)

沿層耐電圧(常態kV/15mm)

曲 げ 強 さ

艮三縮 強 さ

耐熱性試扱温度

吸 水

密

(kg/mm2)

(kg/mm2)

(OC)

(mg/100cmi2)

(g/cm8)

TE-61N

lO4-108

>25

25～50

15～25

160

80～300

1.60～1.85

TP-31N

10畠～108

>27

9～18

10～18

130

120～450

1.10～1.35

TP-61N

108～108

>20

12～25

8～15

160

150～500

1.65～1.85

注:試験ほJIS K6711フェノール樹脂積層管試験方法による

TU-61N

10$～108

>20

12～25

8～15

160

150～500

1.70～1.90



化

をそそぎ,ロジン 生フェノール樹脂,ポリア ド樹脂など2,3種

を完成Lた｡また一般用ポリエステル樹脂でほ塗料用および自己消

火性の構造用樹脂が開発された｡

プラスチック加⊥製品でほ大l-1径軟質ポリエチレン管の技術を確

立し,低温用,熱交換用ポリエチレン管,温点用ポリエチレン管,

硬質 明ポリエチレンフィルムを完成Lた｡

新しい化学素材として｢無水ハイミック酸_】の製造技術を開発し

て量産に移した｡これは学術上無水3.6-エンドメテレソー△4-テト

ラヒドロフクル

利用される｡

とよばれる2塩基

近代建築装飾材料としてメラ

で,新L･い合成樹脂の原料に

ン樹脂化粧板ヒッターライトほ35

年度には50余程の新柄を開発し,特に家具,船舶装飾材料として需

要にこたえ,著しい進歩をみせた｡

2d.2.1塗料用合成樹脂

印刷インキ用合成樹脂としてヒクノール60G,およびヒクノール

260を市販した｡一般塗料,絶縁 料と同様に近年印刷インキの分

野においても天然材料から合成材料への移行はノ○､速である｡その需

要にこたえて開発Lたものである｡ヒタノール60Gはロジン変性フ

ェノール樹脂で高軟化瓜であるにもかかわらず比較的に低粘度で,

乾燥性にもすぐれているのでグラビアインキ(･こ班川される｡ヒクノ

ール260もロジン変性フェノール樹脂で,1600Cという■l腋軟化点な

もち,しかも植物油,鉱物納への溶解性,乾燥性にすぐれているの

でオフセット用グロスインキに使用され,印刷適性がよく笈川され

ている｡

ポリアミド樹脂としてヒクマイド500およびヒターマイド411が製

品化された｡これは重合脂肪酸とアミンから合成される新しい形の

合成樹脂である｡ヒタマイド500は接着性にすぐれ,プラスチック

フィルム,セロハン印刷用の特殊インクに利用される｡ヒタマイド

411はア ン価の高い樹脂でエポキシ樹脂と配合されて,きわめて

耐薬品性のよい常温乾 ができる｡

塗料用ポリエステル樹脂としてポリセット56Aを開発した｡これ

は表面 抱 性の硬質樹脂で,かたさ,光沢,耐水,耐 性などに

すぐれており,木工家具塗装,ポリエステル化粧板,ライニソグに

応用される｡

高度の自己消火性をもったポリエステル樹脂ポリセット72をて払㌧l-1

化した｡この樹脂ほASTM D635-44による耐焔試験に合格し,瓜

化プラスチックス平版,波板,ヰl■舶柚㍉ 舶舶部品など広範な用途

をもっている｡ に

ノ
l
ヽと の難燃化らよ 自己

消火性ポリエステルの存在価構もまた大きい｡ポリセット72を用い

て製造した波板は東京大学生産技術研究所における難燃材試験にも

合格している｡

2る.2.2 構 造 材 料

最近のポリエチレン管の需要傾向に従って,日立 作所では呼び

径6の大口径硬質ポリエチレン管を完成,苗販を始めた｡今までは

水道用給水管を主体とLた小口径管がポリエチレン管の需要の大部

分であったが,現在,鉱ILJ関係の坑内排水用,排気送気用∴選鉱用,

水道用給水本管などの大口径管に需要が移りつつある｡大口径にな

ると,耐圧強度,耐 耗性などの問題が大きくとりあげられるが,

この点で日立製作所の特殊技術を生かした硬質管が,軟質管に比べ

すぐれた性能を発揮することができる｡

低温における 特性のすぐれた低温用熱交換川ポリエチレン管を

完成した｡ポリェチレソは00C以下の低温度でも

好な耐衝 性を有することから,スケート場な

軟性を保ち,良

工人のど の際の氷

熱交換用配管に有望であるとされていたが,この口的に使用可能と

考えられていた,今までの軟質ポリエチレンでほ材質の強度が低い

ため,熱伝導を良くする目的で管の肉厚を薄くすることができず,そ
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のほか,-200C程度の低温でも引張りに対する伸びがかなり小さく

なるという欠点がある｡日立製作所で開発した熱交換用ポリエチレ

ン管は,牛如ここの目的のために検討された材質でつくられており,

強度は軟質ポリエチレンの約2倍以上で,肉厚をかなり薄くでき,

…200Cにおける引張りに対する伸びが大きく弾性に富んでいるなど

低温用のパイプとLて理想的なものである｡

このほかポリエチレンパイプとして,温泉用管の材 および配管

に関する技術を確立した｡温泉用ポリエチレン管は,ポリエチレン

の耐薬品性,特に耐酸性を生かした用途であり,今までの鉄管に比

ベて腐食性の い温泉水を輸 する場合,長い寿命を保証できるも

のであり,軽量,長尺配管が可能など山林,原野の配管に数多くの利

点を兼ね備えている｡そのため数年来,各所で活発にポリエチレン

管の試験配管が行なわれてきたが,ポリエチレンの高温における劣

化や環境応力き裂,熱応力き裂などの欠点に比較的無関心であった

ため,そのほとんどが失敗に終っていた｡日立製rl三所では特にこの

ノ如こ留意して,材質の改良を計り,いろいろの応力き裂や高温にお
ける酸化劣化に対し,すぐれた耐性をもった温泉用ポリエチレン管

を開発し,各力出で実用段l掛こ入った｡

2る.2.3 ポリエチレンフィルム

硯質ポリエチレンの透別フイルムの製造技術を確立し,直販な開

始した｡ポリエチレンフイルムほ,すぐれた防湿性,強じん性およ

び低価格のため,各位の防湿包装に広く 用されているが,現在市

販されているこの橙のフイルムはほとんど軟質ポリエチレンをイン

フレーショソ法で加工したものである｡硬質ポリエチレンのインフ

レーション法によるフイルムは,軟質に比べ,そのすぐカーLた強度,

防湿性にもかかわらず,不透明であるため佐用範囲が限定されてい

る｡[1立製作所ではすでにTダイ法による硬質ポリエチレンフィル

ムの加1二技術を確立し,コンデンサなどの電気絶縁用フイルムとし

て市販し,好評を得ているが,今回さらにTダイ法による包装用硬

質透明ポリエチレンフイルムが完成した｡このフイルムは軟質包装

フイルムに比べ,強度,防湿性においてすぐれているばかりでな

く,煮沸消毒にも耐える高度の耐熱性を有し,透明性でもひけをと

らない｡掛こ注目すべきことほ,セロハンと同様な腰の強さを有す

るため,軟質フイルムでほ困難とされていた自動包装が,セロ/､ソ

用包装機のわずかな改造で可能になったことである｡ 在このフイ

ルムほ,食パン包装用として好評を博しているが,自動包装機の発

展と相伴って,ますます用途が拡大されるものとノ揖)れる｡

2る.2.4 ヒッターライト

メラミン樹脂化粧板ヒッターライトは34年度に引き続き,35年

度においては,新柄50余程を開発し,多種多様な用途に応じた｡

掛こ35年度の新柄のなかで｢ワシソトソチェリー｣,｢桐｣柄の発

表には,圧倒的な人気を得,家具関係,掛こ収納家具に使用分野が

拡大されたことは斯い､諾要層への開拓でもあった｡

また造船関係では別府航路に就航の｢むらさき九｣(浦賀ドック

建造)に35年度の新柄ヒッターライトが豊富に使用され,国内客船

としては初めてのメラミソ化粧板が使用されたことは注目に値いす

る｡舞5表に35年度に発表されたヒッターライトの新柄を示した｡

2る.3 炭 素 製 品

炭素製品においても電気枚器,機械部品の発展に伴い特殊の材料

の要求が強く,従来品の品質の改善とともに新製品を完成した｡

2d.3.1

GH-130

完成し,従

電

魔

刷 子

と手電用∵対抗 して,さきにGH-545を

製品のGH-125とともに好結果をあげているが,整流

能力低く,整流子皮膜が厚くなる傾向があるため,周速,電流密鼠

枚械の容量などに使用限度があった｡GH+125の さ上向を
bヒム

R
口生㈲
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第5表 1960年 度 ヒ ッ タ
ー ラ イト 新 柄

一

覧

椚43巻+節1-り･

木 日 柄

柄 物

単 色

霜降りウォルナット
(月ト1034F)

栓空茶〔H-2931)

栓杢茶紫しH-2932ノ

魚モミ〔山)(~H-3540)

金モミ(黒)(H-3541〕

レインボー(H-3780.)

デラックスマーブル(Hト354)

ピンクレザー(H-3601~)

レッドレザー(H-3610)
デラックスリネンエソジ

(H-2510)

7【7

フ轟フ

ックスリネソ赤(H-2511)

ックスリネン緑ぐH-2551)
元禄赤(H-3811)

薄茶(H-70)

ブラックモダンオーク

(H-1391)

プラクソナエリーしH-2831Fノ

デラックリネン亦企(H▼2540.)

元禄緑〔H-3851〕

かご目黒(H-3890〕

かご目線(H-3852〕

小桜茶(H-2430F)

小桜緑(Hン2450)
ダリ】ソムーンシ′ェラ

(H-1554)

レッド7イリッシュリネン

(H-411)
チャコールモニタ

(H-4081F)

第6表 GH-130の 物理牛寺 性 表

レッドリボンー7ホガニ

(H-633FJ

タ:/ライムドオーク

(H-1333F)

ダークレッドマホガニ

(H-632F)

ライトプラウソウ]一ルナット

(H-1035F)

プラウソラタンクロス

(H-3830)

ピンクシェル けト3971)

グリー∴ンコウギョク(H-3951)

ブルーアイリ･/う/ユリネソ

(H-461)

ブルーミカゲ(E-3961)

第7表 HCB-72MX の物理特性表

第8表 PD 70 の物理特性表

0.04

せた材質がGH-130である｡GH-130は第る表に示す物理特性を

有し,中形直流機,励磁機,ミル電動機の補機などに使用し,悠流

子荒損なく良好な整流性能を発揮している｡

2る.3.2 特殊炭素しゅう動材

HCB-72MX….‥黒鉛ほ臼己潤滑性を有し,しゆう動材として多

方面に使用されている｡黒鉛の潤滑性には,水分もしくは酸素が不

可欠とされている｡したがって真空中,および不活発性ガス中に

おいては潤滑性を失ない,粉じん す｡化学工 の発j動こ伴

い,真空中,窒素ガス中でのしゆう動材の必要性が生じたが,その一

例ほ璧 ガス用オイルレスコンプレッサ用ピストンリング,シール

リングなどである｡

黒鉛しゅう動材として,黒鉛に二硫化モリブデンを 云加し,その潤

滑性を失なうことのないように特殊な焼成を子■Jない,さらにある瞳

の合成樹脂を含浸することにより,HCB-72MXを完成した｡HCB

-72MXほ真空中におけるしゆう動試験で他黒鉛材にみられるよう

な異常摩耗ほまったくみられず,窒

を示した｡また窒

ガス中においても同様の結果

ガス川オイルコンプレッサのピストンリソグ,

シールリングに陳用Lた結果,他の黒鉛材でほ数十1時間の快川にも

耐えなかったものが,数千時間も異常なく

示している｡

2d.3.3 黒 鉛 陽 極

転さjt,良好な結果を

PD【70……黒鉛陽梯が小形送信管,ダラインバなどにはハくか

ら使用されているが,近年に至り人形の鉄槽形水銀整流器にも使用

ワシ′ント/チェリ
ー

(H-2832FJ

ワ1/ソト ソナエリ
ー

けト2833F)

ワシントソナエリー

(H-2834F)

ワシソトソチェリー S

しH-2835F)

一亡ダンクリ スクルゴールド

(H-1560〕

モダンクリ スタルピンク

(H-1570)

松葉(黒)(こH-4290)

松葉(扇)(H-4210)

松糞(自)(H-4257)

松葉(薄茶)(H-4270)

元禄(白)(H-380い

ネオレッドアイリ ソシュリネ

ン(H-412)

12 種

第2国 力ーボソピストンリングおよぴシールリソグ

第3図 黒 鉛 陽 極

されるようになった｡大形黒鉛陽極の製造において,

形法によるほかなく,従 ほその製造工

材ほ押出成

上機械的強度が弱く,純

度が落ちるのが通例であった｡今回特殊製法の開拓により高純度で

強度の強い材門が先成したし,木材汽は第8表に示すような持性尤~有

し,水銀整流掛よもちろん,令徒陽蘭に使川さJL好評を犯ている｡

2る.3.4 カーボン鋳型

PD-11……黒鉛が金属の鋳登りやるつぼに肘~-1Jされた例ほかなり

ハく,その即山ほ黒鉛が高温に耐え,かつ金属にぬj~しない点にある｡

Lたがって金属の表面がきれいに仕上がることはもちろんであり,

型離れのよいのが特長である｡このような川途に利用される黒鉛は

▲｣



化

第9表 PD-11の物理特性表

特にち密で,機械的強度の軟いことが望まれる｡このような要望に

より,原料の精製と高度の黒鉛化を行うことにより完成された材質

がPD-11である｡PD-11の物.叩特性は弟9表のとおりである√〕

特に最近の半導体トランジスタの発展とともに,そのステムの製造

用冶貝として使用されている｡本冶又は材質の優秀であることはも

ちろん 加_.[二桁度の正確さとともに賞用され,好 を得ている｡ま

たホットプレスの成形型としても他の材質に比べ,良好な結

Lている｡

2る.3.5 チル鋳物用コロイド黒鉛

を示

ヒタゾルACp3……ヒタゾルACp3は鱗状黒鉛と特殊耐熱性物質

のコロイド,あるいはセ

l訂lで,主としてチル

し,

コロイド粒子を水中に懸濁させてある製

物の塗型剤に使用される｡

これは微粒子の黒鉛を用いているので平滑な金型面にも良く接着

膜も強固であり,膜はがれなどは全然起こらない｡つ

また特殊耐熱性物質を混合してあるので焼着などによる肌荒れを

防1Lすると同時に,すぐjtた熱伝矧生によって所望のチルを入れる

ことができる.｡またスプレー塗布すると微細な突起のある特有の塗

膜が形成されるためにガス抜けがよく,わずかな削り代で仝く平滑

な切削L而をうることができる｡

2d.3.d 化学装置用コロイド黒鉛

ヒタゾルAF--2‥‥‥ヒタゾルAF-2は鱗状黒鉛のコロイド精子な

水｢11に懸濁させてある瓢Ilヂ】で,通常は金属などの了輌こ

てすぐれた潤滑性あるいは導電性の皮膜を形成させるのに川いられ

るが,さらに化学装f糾こも有効である｡

すなわち,缶体,配管などのフラソジがゴムライニソグされてい

る場合には高温の必酸あるいは蒸気などに長期間さらされると,ゴ

ムが相互に

あらかじめ

著し,分解に際してライニソグの破損が起る｡この際

触面にヒタゾルAトー2を塗布しておくと上のような弊

害を完全防1l二することができる｡

2る.4 粉末冶金製品

粉末冶金においては,機械設備の強化ならびに技術的改善につと

め含油軸一受のみならず各種の焼結機械部品の開発を行い好評を得て

いる｡

第10表 軸 受 用
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第4岡 トランジスタ用カーボン冶其

26.4.】

第5岡 "ニ､ソカロイ"焼結機械部品

ッ カ ロ イ

ニッカロイ"含油軸受はすでになじみの多いものであり,現在

における品穐を示すと弟10表のようである｡

一九"ニッカロイ"焼結機械部品も試作試験や 要家の 用試

験結果によってその特質,其価が認識され,現在,農機倶,事務用

機械,家庭電気器具,ミシン,紡精機械,写真礫,オートバイなら

びに日動中部晶などに大量に使用されている｡

これらの焼結機械部品はそれぞれの使用目的に十分かなった機械

的特性や寸法精度が維持されるばかりでなく必要に応じ山己潤滑性

をもたせることもできる｡

さらに焼結機械部■■訂】はほかの一般材質と組織構造が異なるので,

メッキに際しピンホールやシミができやすい欠点があったが,研究

の結果現在では普通の金

るようになった｡

ッ カ ロ イ"

部一畳-と同様に良好な仕上げメッキができ

第11表 焼 結 機 械 部 用
"ニ

ッ カ ロ イ"

種
さ

C




